
昨年の仙台、福岡に続き、広島で初開催。暮らしを彩る木のデザインが大集合！ 

ワークショップ、展示、雑貨販売やカフェなど暮らしや街を良くするための 

多様な木の使い方を体感・実感・共感できるイベント 

WOOD DESIGN EXPERIENCE＠広島 
～知っていますか？木を使うことは身近な「花粉症対策」 
 

開催：2026年５月 30日(土)・３１日(日) 

会場：THE OUTLETS HIROSHIMA（ジ アウトレット 広島） 

 

2026.5.２１ 

PRESS RELEASE 

一般社団法人 日本ウッドデザイン協会 

 

一般社団法人 日本ウッドデザイン協会（東京都千代田区 会長：隈研吾）は、2026 年 5 月 30 日（土）・３１日（日）の 2

日間、THE OUTLETS HIROSHIMA （ジ  アウトレット広島）（広島県広島市佐伯区）にて「WOOD DESIGN 

EXPERIENCE@広島～知っていますか？木を使うことは身近な「花粉症対策」」を開催いたします。 一昨年は東京・名

古屋、昨年は仙台、福岡で開催され好評を博したイベントが広島で初開催します。 

本イベントは、森林大国である日本の豊かな木材資源を活かして製作された、スギやヒノキ材を中心とした木材製品等

に実際に触れていただくことにより、木材利用が、花粉の少ないスギへ植え替えによる花粉症対策、カーボンニュートラル

への貢献、SDGs の取り組み、自然災害防止などにつながることを、多くの方々に「体験」「実感」「共感」していただける内

容となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左）WOOD DESIGN EXPERIENCE＠仙台の様子 （右）福岡の様子 

 

会場では木に親しむワークショップを多数開催します。また展示では木のデザインを顕彰するアワード「ウッドデザイン賞」

の受賞作品を中心に、美しく、機能性に優れた家具や木製品、木質空間を体験ができ、幅広い年齢層が楽しめる内容とな

っています。スギ、ヒノキを使って花粉症を減らしながら、木材のある豊かな暮らしを体感できる貴重な機会です。ぜひご

来場ください。 

 

 

 

 

 

【イベント概要】 

イベント名称 ： WOOD DESIGN EXPERIENCE @広島～知っていますか？木を使うことは身近な「花粉症対策」 

主  催 ： 一般社団法人 日本ウッドデザイン協会（林野庁補助事業） 

開 催 日 程 ： 2026年 5月 30日(土)・31日(日)／１１:00～１８:00 

参 加 費 ： 一般参加無料（ワークショップは一部有料） 

開 催 場 所 ： THE OUTLETS HIROSHIMA（ジ アウトレット 広島） １階 シティコート 

(広島県広島市佐伯区石内東 4丁目 1-1) 

Webページ ：https://www.jwda.or.jp/  

https://www.jwda.or.jp/


 

 

本展示ではスギやヒノキ材を始めとした木材を利用した様々な木質空間をイベントスペース内に再現します。「触れ

る」「感じる」「体験する」ことで、スギやヒノキ材、さらに国産材の魅力を身近に感じていただけます。展示作品は「ウ

ッドデザイン賞」の受賞作品を中心に広島県産の作品もあります。 

 

■展示ゾーン 

ウッドデザイン賞を受賞した雑貨・インテリアを多数展示。木製品に囲まれた暮らしの空間を体験できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スギの魅力を感じるゾーン 

清々しい香りを楽しみ、素足で柔らかさと温もりを体感できます。熱伝導率の低いスギならではの「冷たくない」木肌

に触れ、暮らしに溶け込む心地よさを感じてください。 

 

 

 

 

 

 

 

■気に入った木の雑貨、日用品がその場で購入できます 

スギやヒノキを始めとした国産材利用、花粉症対策の第一歩。その豊かな香りと温もりを活かした、デザイン性の高

い雑貨、日用品を集めました。買うことで森を健やかに変える、未来への贈り物を手にとってみませんか。 

 

 

 

 

  

展示内容 

SHINRA (森羅) 
飛騨産業株式会社(岐阜県) 

木製の冷凍ご飯容器「COBITSU」 
有限会社大橋量器(岐阜県)ほか 

木のストロー 
株式会社 AQ Group(埼玉県) 

木と金属の温度の違いを体験 フローリングで柔らかさを体験 木の香りでリラックス体験 

クリプトメリア 
ナイス株式会社(神奈川県) 

iLignosシステム手帳 
名古屋木材株式会社(愛知県) 

おふろでちゃぷちゃぷ 

株式会社山のくじら舎(高知県) 
mekiki 

溝渕木材工業株式会社(高知県) 

※出展内容は、運送状況等の諸事情等により変更となる場合がございます。予めご了承ください。 

木製ワイングラス IPPONGI 
株式会社匠頭漆工(石川県)  



 

  

２日間にわたりスギ、ヒノキを始めとして国産の木に触れて・感じて・つくる、楽しいワークショップをたくさん実施い

たします。参加対象は小さなお子様連れのご家族から、大人向けインテリア・雑貨づくりまで多彩な内容となってい

ます。企画協力・実施は広島県の一場木工所、木育普及委員会＊です。 

 

■かんなリボン コサージュづくり ワークショップ 

ヒノキ・スギのカンナ屑をつかってバラ型のコサージュを製作します。 

対象：小学生以上  所要時間・参加費：各回 40分 （参加費 1,000円）  

【担当】一場木工所 

 

 

 

５月 31日（日） 1１:00～16:４0で５回実施 １回あたり先着８名 

 

■アロマスプレー制作 ワークショップ 

スギの枝葉などを蒸留したアロマオイルとレモンなどを調合して、 

自分好みのアロマスプレーを作る体験です。 

対象：どなたでも  所要時間・参加費：各回２０分（参加費５00円） 

【担当】薬剤師兼アロマセラピスト 白石須万子氏 

 

５月 30日（土） １１：00～１８：00で１２回実施 １回あたり先着８名 

 

■箸づくり ワークショップ 

ヒノキ・コシアブラなど数種の木から選んで小刀で自分だけの箸を作ります。 

対象：高校生以上  所要時間・参加費：各回 70分（参加 800円）  

【担当】五十六製作所 

 

 

５月３０日（土） １１：00～１７：２０で４回実施 １回あたり先着６名 

５月３１日（日） １１：00～１5：５０で３回実施 １回あたり先着６名 

 

■おむすびキーホルダーづくり ワークショップ 

ヒノキでできたおむすびのかわいいアクセサリーのキーホルダーを作ります。 

対象：4歳以上  所要時間・参加費：各回 30分（参加 1,000円）   

【担当】一場木工所 

 

 

５月３０日（土） １１：00～18:00で 8回実施 １回あたり先着 8名 

５月３1日（日） １１：00～13：10で３回実施 １回あたり先着 8名 

 

 

お子様、ご家族向けからアート制作まで、多彩なワークショップが充実！ 



■成り立ち BOX ワークショップ 

成り立ち BOX(木育キット)を使った伐採から木工までを知る体験ワークショップです。 

ヒノキの箱に丸太輪切り、皮をむいて縦割りしたもの、銘々皿、玉が入っています。 

すべてどの樹木から採れたかの IDが入っています。 

対象：小学生以上、 1組に 1箱  所要時間・参加費： 各回６０分（参加 1,000円）  

【担当】FORESTWORKER  

５月３１日（日） 13:30-14:30、15:00-16:00 １回あたり先着 8名 

 

■スギ木目アートコースター ワークショップ 

数種類の形に切った、スギ板の木目に添ってペンで色付けをしてコースターをつくります。 

対象 どなたでも  所要時間・参加費：各回１５～２０分（参加無料）  

 

 

 

 

５月３０日（土） １１：00～18:00（終了）で随時受付  １回あたり先着 8名 

５月３１日（日） １１：00～１７：００（終了）で随時受付  １回あたり先着 8名 

 

 

＊木育普及委員会の紹介 

わたしたち「木育普及委員会」は、木を使った豊かな暮らしや木を通して森林や社会が抱える様々な問題の解決の一助となるよう、 

主に広島県内で「木育」の普及・啓発活動に取り組んでいます。 

 

  



 

■「WOOD DESIGN EXPERIENCE」開催趣旨について 

 日本は国土面積の約 7 割が森林である森林大国であり、その約 4 割を占める人工林の多くが本格的な伐採・利用期を

迎えています。中でもスギやヒノキといった針葉樹は人工林の約 7割を占め、国民の約4割が罹患(りかん)する花粉症の

原因となる花粉の発生源となっています。この花粉発生源対策として、伐採を進めることが必要ですが、伐採したまま放

置することにより国土の荒廃等を招かないように、「伐って・使って・植えて・育てる」という資源の循環利用の確立が必要

です。 

 近年、木材利用は住宅だけでなく中大規模建築物にも広がり、デザイン性と機能性を兼ね備えた木製空間やプロダクト

が増えてきています。本イベントを通じて、より多くの方々に木製製品を身近に感じていただき、木材利用の重要性や活用

の可能性、木の魅力を再発見していただくことで、スギやヒノキ材を始めとした木材利用が進み、花粉の少ない森林への

転換が進むことを目的としています。 

 

 

 

 

 

 

 

「WOOD DESIGN EXPERIENCE@仙台」（2025年５月）開催の様子 

 

■一般社団法人 日本ウッドデザイン協会について 

木を活用した社会課題の解決をめざす取り組みを「ウッドデザイン」と定義し、「ウッドデザイン」に関わるあらゆる分野にお

いて、調査、研究、開発、事業創造、普及及び啓発することを目的として設立された団体（一般社団法人）です。会員相互の

連携並びにあらゆるステークホルダーとの対話及び協力によって、木のある豊かな暮らし、木材利用、森林・林業の成長産

業化及び地方創生を推進して、カーボンニュートラルや SDGsへの貢献、持続可能な社会の実現を目指しています。 

名称 一般社団法人 日本ウッドデザイン協会   https://www.jwda.or.jp/ 

英文名 Japan Wood Design Association（略称：JWDA） 

設立 2021年 11月 18日 

所在地 東京都千代田区大手町 1丁目 2番 1号 Otemachi One タワー6階 

会長 隈 研吾  

会員 ２０１（企業、団体、自治体等、2026年４月１日時点） 

 

＜報道関係者お問い合わせ先＞ 

WOOD DESIGN EXPERIENCE広報事務局 

（一般社団法人日本ウッドデザイン協会内） 担当：市岡 

E-mail : press2026@wooddesign.jp 

 

＜本イベントに関するお問い合わせ先＞ 

WOOD DESIGN EXPERIENCE運営事務局 

（一般社団法人日本ウッドデザイン協会内） 担当：高橋 

E-mail : press2026@wooddesign.jp 

https://www.jwda.or.jp/

